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観察と電子線照射に伴うその構造変化， Al-4%Cu合金中の Guinier-Preston ゾーンの観察とその解
析結果について述べている。本論文は 6 章より成っている。






































(4) アルミニウム銅合金中に含まれるG. P. ゾーンと母格子のアルミニウム結晶の高分解能電子顕微
鏡像を観察し主に G. P. ゾーン近傍の結品格子の歪について原子レベルの定量的なデータを得るこ
とに成功している。また観察された像を説明する結晶歪の新しいモデルを提出している。
以上のように本論文は，高分解能電子顕微鏡がその性能を充分発揮するための基礎的な問題につい
ての検討を行ない画像処理装置を用いて像解析を行うと共に，硫化亜鉛，アルミニウム銅合金の原子
像を撮影することにより各種格子欠陥の性質を明らかにしたもので，電子顕微鏡学，材料物性工学上
貢献するとろが大きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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